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G幽αoce且eの一例

金沢大学医学部久留外科i教室（主任 久留勝i教授）

龍  澤  俊  彦
 Toshil｝i・ko Tatsuzawa

 （昭和25年12月14日 受附）

（本論丈の要旨は第4回北陸医挙会に発表す）

 本症はGalact⑪cele叉は， Milchcysteとして

記載せられている比較的稀な疾患であり，その

成因に関しても種々の読があり，一定しており

ません．私は最近本症の一例を経験しましたの

で，とAに報告し度いと思ひます．

症

 患者 37歳既産婦．

 既往症28歳の時，胃下垂症と言はれた事の外，著

患を識りません．

 現野牛 1947年11月（患者34歳の時），4回目の出産

をしました．これ迄の3児は総て両働の乳より授乳し

ましたが，この第4児のみは肇左側の乳房を好まず，

殆んど右乳房よりのみ授乳したと言ひます．匪が1948

年3月になり，左乳房内に小指頭大の腫瘤のあるのに

気付き，同月下旬当外科を訪れました，当時該腫瘤

は，自発痛も圧痛もなく，左乳房線維腺腫の疑の下に

経過を観察して居ましたが，町回漸…欠壌下し，撫指頭

大となりました，1950年5月上旬，軽、・作業の後，左

腋窩に痛みを覚え，圧痛もあるので，再び当外來を訪

れました．

 現症
 患者は体格は小さいが，栄養は良好で，乳房の発育

は両側共に比較的良好です．左乳房乳瞬の直外側上部

に栂指頭大の，硬く圧痛のない，良く移動して皮膚及

掬

び底部と癒着の認められない腫瘤を触れました．野牛

側の腋窩に小指頭大の圧痛ある，比較的軟い腫脹せる

淋巴腺を触知し得ました，5月31日に乳房の腫瘤を刷

出しました．腫瘤は，写藁に示す捺な，2x2・5×2cm

の肝腫でありまして，内容は淡黄白色の液で満されて

おりました．徳後7日目に全治退院致しました．

 維織学齢所見

 嚢腫壁は，内騒は1暦の股子形細胞よりなり，一部

円柱朕細胞より成る上皮を有し，下層は膠様結締織で

ありますが，上皮はその膠様結締織中に浸潤しておら

ず，宇内腔に二って乳門門二三を作る傾向も認められ

ません．周囲の組織は乳汁分泌の駄態を呈せる，良く

発育した授乳時の乳腺組織であります．即ち乳腺を基

幹とする嚢腫性の構造で，周囲にも細胞浸潤，毛細血

管の著明な新生，肉芽組織等の炎症性変化を欠き，：叉

腺管の壇殖，核分i製像等の悪性変化も証明出來ませ

ん，即ち乳汁を内容とした軍純な護腫である事が判定

致しました．

考

 Galactoceleは，比較的稀な疾患でありまし

て，私の調べましπ所では，60数例の報告を見

るに過ぎません．殊に我国に於ては，僅かに4

例の報告を見るのみで，且つ組織学的所見の記

案

載あるものは：甚だ僅少であります（山本9S）林11、）．

併し報告せられなV・症例は，寧ろ多いのではな

いかとも考へられます．

 Galactoceleの分類は， Velpeau鋤は，1）浸
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潤性，2）水工性，3）固形性 の三つに分類

し，Gryn個tt及びT3磁poglou lo）は 1）拡張

型，2）聞質型，3）腺腫型，4）化膿型，5）

混合型 に分けておウます，何れも完全な分類

とは言へませんが，本例はVelpeau 24）の水様

性Galact⑪ceIeに相当するものと考へられます．

 本疾患は経産婦に多く，年齢的には乳腺の機

能の最：も盛んな18～40歳に最：も多く（43例中86

％強），特iに20～25歳（15例）の女性に多く認

められ密す．併しながら特異な例としては，

Silovzev 2i）の報告に：よ：る1年4ケ月， K：irmisson

13）の例の13歳の男見があり，叉Velpeau 24）は

75歳の老爺にも認められた経験を報告して：拾り

ます．

 左右の別では，41例中22例が左，19例が右で，

左に僅かに多く認められます．

 分娩数との関係は，初産婦と経産婦との比を

見ますと，症例が少いので，確実な断定は出來

ませんが，経産婦の方が初産婦の12倍乃至それ

以上ある様であります．

 腫瘤を認めたのは，勿論上述の3例の男子の

如く，全く分娩に関係のない症例もあります

が，多くは分娩後1年以内に認め，或は増大す

る檬であります．併しSchreger 20），：Barrier 3）の

症例の如く妊娠初期に認められたものもあり上

す．以上の所見から，本症の発生に，乳腺に対

するホルモンの影響が可成り大きな役割を果し

ているかに思はれます．

 腫瘍の大きさは区々で，小指頭大から成人頭

大に及び（Tallhefer 23）），穿刺により約2000cc

の乳汁をi排出した例の報告もあります．

 内容は，乳汁の多少共変化したものが多く，

その化学的構成要素の詳細なる報告は下表の如

くであり，カゼイン及び乳糖すら認めない場合

すらあり（K⑪rdm翫1m 17）），各症例により，相当

に異っております．叉本症が混合感染を起す場

合もあり，Matrakowski 15）の例では：，球菌，双

球菌が相当多く発見され，Kortcweg 14）の例で

は，過去に乳腺炎の既往があり，蓮鎖朕球菌が

発見されております．

内容構成要素の報告例 （Gryrfeltt，臆測壱p噌on劫に依る）

構威要素

水  分

筆  澤

蛋  白

虹  肪

乳  糖

塩  類

正 常 乳 汁

（Arthusによる）
  89．0

2．0

3．6

5．O

e．4

：Bouchacourtの例

M。、。1。1｛ourskiの第

91．2

？

2．2

2．5

3．8

es

41．45

12．6e

7．14

e8．78

0

？

 Galact⑪celeの成因に関しては，二二ありま

して一定せす，Grynfeltt及びTzelepOglou le）

は，1．二二，2．浸潤，3．炎症 を挙げてお

ります．又Cheatle及びCulter 7）は次の三つ

に分類しておわます．即ち

 1）嚢腫形成は

  a）炎症性過程

  b＞増殖する結締織

  C＞上皮崩壊物の栓塞

 によって原発性に起つた腺管の閉塞によると

なすもの

 2）嚢腫は，腺管と二二の中で，上皮増殖の

結果として原発性に形成され，それ等の拡張を

説明するのに，腺管の閉塞は全く必要を認めな

いとするもの

 3）上皮塘殖と，腺管の閉塞の結合した2要

素によるといふものであります．

 第1の説に左担する学者は少なからずあり，
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Virchow・は既往にあった乳腺炎の疲痕：により，

叉は冷冷の萎縮による乳汁管の牽引叉は独窄

を乳汁壁滞の原因とし，Millu1， Gi⑪rgi⑪1ff）， ・

Taddei Ant。nio 22）等も孚L腺の炎症過程を原因

として重難しております．併し青山1）及び私の

例等の如く乳腺炎の既往の全く認められない症

例も稀ではありません．絢腺管の閉塞の原因と

して，Kirmisson i3）， Bouchacourt 5）の例の如く

外傷が誘因をなし，又Brevda 8）の例の如く腫

瘍（多くは論議及び線維腺腫）による乳汁管の

圧迫等を挙げている者もあります．その他，乳

汁の分泌叉は吸牧異常や卵集機能異常読もあり

ます．私の例に於きましては，乳腺炎の既往は

なく，組織学的にも全く炎症性変化を認められ

す，山本25），lt＊ n）両氏等が特に本症に特異的

に認められ，：たとV・ふ肉芽組織，或は：Pseudoxa－

nth⑪m7ellen等も認め得す，全く Cys tomの像

を呈してお・りました．從ってその域因も炎症に

よるものではなく，恐らく第2叉は第3の原因

によるものと解釈すべきでありませう．

 本症の診断は，本丁の如く小さいものでは，

波動が認め難く，腺腫叉は線維腺腫との鑑別が

困難でありますが，或程度以上大きくなります

と，多くは無痛性の，炎症症歌のない，良性の

腫瘍として認められ，穿刺によって孚L汁を確認

し得れば診断は最も確実となりませう．但し腺

腫，線維腫，癌腫等と合併している場合の診断

は，困難な事は言ふ迄もあ勢ません．

 Velpeau 2“の第2型の団形性Galactoceleで

は，それが表面に近く存する場合，粉・瘤或は皮

檬嚢腫等とよく似た外観を呈し得ますが，勿論

その好発部位及び乳腺との関聯の有無から鑑別

診断は困難でないと信じます．

 本症の経過は緩慢で，Bardon及びPiechaud

2）の如く30年も特別の変化もなく存続するもの

もありますが，ScaTpa塒の例の如く，比較：的一甲・

いものもあります．生殖器疾患，月経，妊娠，

授乳等が経過を左右する事が多いと言はれま

す．

 転帰としては，後に石次化を來して乳石を作

る場合もあり，叉稀には自然に滑失する例もあ

ります（Delbet 9））・叉Kehrer及びKorteweg

la）の例の如く，化膿を回す事もあり， Cooper

8）の例の如く穿刺排液後暫くの闇，乳汁門守を

残した例もあります．

 予後は良好で悪性変化を下す事は殆んどな

く，治療は他の乳腺の良性腫瘍と同様でありま

す．

結

似上37歳の既婚婦に於て，最：絡分娩後4ケ月

後に発見ぜられた左乳房内の小指頭大のGala－

ctoce】eの一例を報告し，既往の文献を渉猟し

て考案を加へました．

論

 稿を終るに臨み恩師久留敬授の御懇篤なる御指導亜

に御校閲に対し衷心より感謝の意を表し，併せて御援

助を賜りたる病理学教室宮田教授に対し感謝の意を表

します．
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